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自動車から排出される亜酸化窒素とその低減対策について

鈴木正明，吉田克彦，中澤　誠，金子幹宏＊

（大気環境部，＊新日本気象海洋）

掲載誌：環境管理，36（2），136－141（2000）

各種自動車の亜酸化窒素排出係数を10・15モード

による走行試験を行って調査した。その結果、現在

の排ガス処理装置の主流である三元触媒を装着した

車両の亜酸化窒素排出量が多いことが明らかになっ

た。三元触媒装着車の亜酸化窒素排出量は走行距離

数が多くなると増加する傾向がみられた。三元触媒

前後において排出ガス中の亜酸化窒素濃度を測定し

たところ三元触媒通過直後の排ガス温度が350℃付

近の時に三元触媒通過後の排出ガス中の亜酸化窒素

濃度が高くなり、三元触媒において亜酸化窒素が生

成されていること及び亜酸化窒素生成が温度依存性

を示すことが明らかになった。使用距離が長く亜酸

化窒素排出量が多い三元触媒を未使用のものと交換

したところ亜酸化窒素排出量を大幅に低減させるこ

とができ、排出量削減対策として効果的であること

が明らかになった。調査結果を基に神奈川県におい

て1年間に車両総重量2．5t以下の自動車から排出

される亜酸化窒素量を推定したところ1，271トンで

あった。

騒音苦情における屋内騒音レベルの分析

AnalysISOfIndoorNoiseLevelsinCasesofNoiseComplaints

大塚定男（大気環境喜田

掲載誌：騒音制御，23（4），259－266（1999）

騒音苦情発生に伴って騒音測定を行う場合、通常、

騒音発生源と苦情者の敷地境界で測定を行っている

が、屋内で測定を行った例は少ない。これは法・条

例において屋内の規制基準が設けられていないた

め、測定を行っても比較すべき基準値がないことが

主な理由である。しかし、中には特別の事情で苦情

者宅の屋内で騒音測定を行った例が見られる。地方

自治体で測定されたこれらの測定事例100例から苦

情発生時の屋内騒音状況の実態調査を行った。また、

地方自治体の苦情や対策指導に伴う過去の測定デー

タは、LmaxもしくはL5を評価値としてきたため、

今後予想されるLAeqによるデータ収集を考慮し、

カラオケ騒音、工場騒音に関するLAeqとLITlaX、L5

との比較を行った。

その結果、苦情発生レベルで件数が最も多いのは

Lmaxで40－44dBのレベル帯であったこと、これを

LAeq値に推定換算すると35－39dBのレベル帯に相

当すること、また各自治体で現在設定されている条

例の規制基準値は今回の分析の範囲内でほぼ妥当な

数値であること等が分かった。
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新幹線沿線住民の振動被害感を構成する要因に関する研究

AStudyonFactorsConstitutlngInhabtants一AnnoyancebyShinkansenRailwayVibration

横島潤紀，田村明弘＊

（大気環境部，＊横浜国立大学）

掲載誌：日本建築学会計画系論文集，526，卜7（1999）

本研究では，新幹線振動に対する住民の意識を把

握し，新幹線振動による被害感の構成要因を解明す

るために，平成7年～8年に神奈川県内の東海道新

幹線鉄道沿線においてアンケート調査を実施した＝

調査地区は新幹線以外の振動源（道路，工場等）が

存在しない所とし，軌道からの距離により沿線地区

（～100m），遠隔地区（100～200m）及び対照地区

（200m～500m）の3地区とし，アンケート調査の

対象は戸建て住宅に住む主婦とした二　本報では，住

民の日常生活に影響を及ぼしている沿線地区（サン

プル数は581）を分析対象とし，得られた結果を以

下に示す二

1）新幹線振動による影響では「ガタつき」の反応

が最も多く，この聴覚的な影響を感知することで

新幹線振動を認知する住民が多い二

2）「のぞみ」の運行によって新幹線に係る振動環

境が悪化している所では，多くの住民が振動環境

の悪化を訴えている〉　一方，振動環境が改善され

ている所でも振動環境の悪化を訴える住民が存在

しているが，これは，従来型よりも大幅なスヒー

ドアップをしている「のぞみ」に対するマイナス

イメージによるものと思われる

3）新幹線振動による被害感を構成する要因につい

ては，振動によるイライラ感，聴覚的・視覚的影

響，振動環境変化に対する評価は直接的要因で，

振動の曝露量はこれらの直接的要因を介して影響

を及ぼす間接的要因である一
一1）新幹線騒音も新幹線振動による被害感を構成す

る要因の1つである二

インターネットを利用した音環境評価方法の検討

StudyonEvaluationMethodforAmbientNoiseUsinglntemet

大塚定男，岡　敬一＊，大道章一＊＊

（大気環境部，＊環境情報部，＊＊現下水道課）

掲載誌：騒音制御，．23（4），141－148（1999）

不特定多数の意見を聞くことが出来るインターネ

ットの特長を生かした方法を採用することで、感覚

公害や景観といった直接物理的に身体に影響を及ぼ

すことのない因子が住環境評価にどの程度のウェイ

トを占めるか意識調査を実施し解析を行った一　具体

的には、回答者住宅周辺の騒音レベルと、それに対

する回答者の感覚評価との関係をインターネットに

よるデータ収集により求めた　周辺の騒音レベルを

求めるため、付近を代表する場所と自宅周辺の騒音

環境とを意識内で比較することにより、周辺の騒音

レベルを回答者個人の評価値として想定させた　回

答者住宅の騒音レベルを推定するのは困難なので、

後で「付近を代表する場所」の騒音測定を行うこと

により意識と評価値との関係を求めることとした二

意識調査で得られた82件の回答に基づき実測調

査を行い検討した結果、自動車音は常に意識の底流

にあること、回答者は騒音を意識しているものの住

み易さに及ぼす騒音の影響はあまり大きくないこ

と、にもかかわらず自宅周辺と提示場所との比較で

は「提示場所の騒音を実際よりも過小評価している」

もしくは「自宅周辺の騒音を実際よりも過大評価し

ている」こと等が分かった
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大気汚染物質の環境濃度予測　－NO2及びOxの1時間平均濃度－

EstimationofAtomospheriCConcentrationofAirPollutantsrNO2andOxHourlyAverageValues

藤掛敏夫＊，鈴木正明

（大気環境部，＊現水質環境部）

掲載誌：全国公害研会誌，24（4），221－224（1999）

環境中のNO2及びOxの一時間平均濃度の予測に

カオス時系列予測手法を適用し、一時間後の濃度予

測を行ったこ　まず、NO2及び0Xの一時間平均濃度

時系列のカオス性の判定を行い、ついで時系列のア

トラクタを再構成するための埋め込み次元を求め

た　カオス性の判定には最大リアフノフ指数を用い、

この値が正値をとる場合、カオス性を有すると判定

した＿　埋め込み次元の推定には相関次元を求め、そ

の値をもとに決定した1得られた次元（埋め込み次

元）を用いて、時系列のアトラクタを状態空間に再

構成し、予測に使用した′＿　予測は、状態空間に初期

値を埋め込み、先に再構成されたアトラクタ内の軌

道のうち、初期値に近い順に複数本軌道を選出し、

選出された軌道ごとに重み係数を求めた、こうして

得られた重み係数を用いて、選出された各軌道ごと

に一時間後の重み付き軌道変化成分を求め、初期値

の各座標成分に加えて一時間後の濃度予測を行っ

た＝　その結果、予測値と実測値の相関係数は、N02

では0．88～0．95、Oxでは087～0．96と比較的高

い値が得られたこ

神奈川県臨海地区における大気中有機ハロゲン化合物濃度

AtmosphericConcentrationsofHalocarbonsinCoastalIndustrial Area of Kanagawa Preftcture

長谷川敦子，前田裕行＊，高橋　篤＊書，嘉山　晃＊＊＊

（大気環境部，＊横浜市環境科学研究所，＊＊川崎市公害研究所，＊＊＊横須賀市役所）

掲載誌：大気環境学会誌，35（2），113－123（1999）

神奈川県臨海地区で1990年1月から97年1月に

かけて大気中のフロン，トリクロロエチレン等有機

ハロゲン化合物の濃度測定を行い，フロン類の削減

と大気中濃度の変動の関わりを解析した一　測定法は

吸着剤捕集一溶媒抽出一電子捕獲型検出器付きガス

クロマトグラフ（GC／ECD）分析である′　最も高濃度

であった1991年と特定フロン類全廃後の1996年の

平均濃度は，フロン12は0．87から0．62ppbへ，フ

ロン11は0．45から0．34ppbへ，フロン113は053

から0．16ppbへ，1，1，1－トリクロロエタンは2．8から

0．41ppbへ，四塩化炭素は0．15から0，10ppbへ，ト

リクロロエチレンは0．46から0．65ppbへ，テトラク

ロロエチレンは0．33から0．29ppbへ，クロロホルム

は0．10から0．07ppbへそれぞれ変化した⊃1994年8

月から測定したジクロロメタンの1996年の平均濃

度は1．9ppbであった　全廃されたフロン12，フロ

ン11，フロン113，1，1．トトリクロロエタン及び四

塩化炭素の大気中濃度レベルけ使用量の減少ととも

に下がってきたことがわかった　一方トリクロロエ

チレンによる大気汚染の程度はフロン類削減が本格

的に始まった1991年頃から緩やかに上昇してきた

洗浄用のフロン113や1，1．1－トリクロロエタンが全

廃されトリクロロエチレンが再び使用されるように

なったためと思われる＝
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誘導結合プラズマ質量分析法による環境試料中のウランの定量

DeterminationofUraniuminEnviroTmlentalSamplesbyInductivelyCoupled PlasmaMassSpectromehy

小倉光夫（水質環境部）

掲載誌：環境化学，9（4），939－945（1999）

ICP質量分析法による環境試料中のウランの正確

で迅速な分析方法を検討した　試料を硝酸／過塩素

酸／ふっ化水素酸で分解し、希硝酸に溶解して試験

溶液とした二　マトリックス効果を補正するため、白

金を内標準元素として用いた＿　本法による種々の環

境標準試料のウラン分析値は、いずれの試料でも保

証値等と良く一致したこ　また、繰り返し分析精度

（n＝5）は、Bu肋lo River Sedlment及びSL－1は、

1．3～2．2％であった．二　本法のウランの定量限界は溶液

中0．004〃離、試料中（固体）0．004〃g／gであった．，

環境試料から0．28～1．9〃g／g（底質）、0．80～6．5〃g／g

（下水汚泥、飛灰、浮遊粉じん）、0．004～0．068JJ釘1

（河川水、湧水）、2．6〃　釘1（海水）のウランが検

出された

A new terrestrialcaddisfly，NbthqJq昭he mont／vagan．sp．，fromJapan（Trichoptera：Limnephi＝dae）

野崎隆夫（水質環境部）

掲載誌：Proceedingofthe9thIntemationalSymposiumonTrichoptera1998，299－309（1999）

ホタルトビケラ属は東アジアから14種だけが知

られる小さな属であるが，既知種の生息環境や生活

史は多様であることが知られているこ　近年西日本の

山中で記録されていた本属の未同定種を精査したと

ころ，新種であることが判明したため諏）〆ろ甲yC力e

′77077仙β伊と命名し記載するとともに，その生息環

境や生活史を調査した　その結果，本種は幼虫時代

から河川などの水域には依存せず，森林の林床で腐

食の進んだ落葉などを摂食し生活する完全陸生種で

あることが判明した＝Jほとんどの種が幼虫時代を水

中生活するトビケラ類のなかで，このような特異な

生活史を持つトビケラは過去3例しか知られておら

ず，陸上生活への適応に関する議論は乏しい二　ホタ

ルトビケラなど同属で幼虫時代を水中で過ごす種と

の比較から，陸上生活への適応について若干の論議

を行ったニ
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回分式活性汚泥・生物膜法による低水温下のBOD、窒素およびリンの処理特性

TreatmentCharacteristicsofBOD，NitrogenandPhosphoruS

byMedia－addedBatchActivatedSludgeProcessunderLowWaterTemperatura

井上　充　金　主鍍＊，西村　修＊，須藤隆一＊，稲森悠平＊＊

（水質環境部，＊東北大学大学院工学研究科，＊＊国立環境研究所）

掲載誌：水環境学会誌，22（10），839－844（1999）

低水温下での窒素、リンの除去機能の向上のため

に、紐状接触材充填をした回分式活性汚泥・生物膜

法の処理効果について検討を行ったノ　接触材の充填

率が増加するに伴って良好に硝化が進行するもの

の、脱窒能は接触材の充填率が21％になると逆に

低下することが分かった．＿　これは充填率の増加に伴

って浮遊性の活性汚泥濃度が減少し、非ばっ曝気時

におけるDO濃度の低下が鈍化し、これによって脱室

に適正な環境が整えられないためと考えられた　水

温10‾C、1日3サイクル運転で良好なBOD及び窒素

除去を得るための適正な接触材の充填率は13％で

あったノ　このとき、BOD9朝一、DT＼（溶存態全窒素）6

摘、DTP（溶存態全リン）22甥，の除去率が得られ、接

触材を充填しない条件と比較して、窒素除去率の大

幅な向上が確認された＝　しかし、リンの除去効果

は改善されないため、物理学的手法との組み合わせ

を考慮する必要がある＿

鉄濃厚溶液滴下国分式活性汚泥・生物膜法による低水温時のリン除去効果の改善
ImprovementofPhosphoruSRemovalbyaMedia－addedBatchActivatedSludgeProcess

CombinedwithDropletMethodofThickIronSolutionunderLowWaterTemperature

ConditionProcesswithIntennittentAeration

井上　充，金　主鉱＊，西村　修＊，須藤隆一＊，稲森悠平＊＊

（水質環境部，＊東北大学大学院工学研究科，＊＊国立環境研究所）

掲載誌：水環境学会誌，22（11），882－887（1999）

低水温でのリン除去を改善するために、塩化第2

鉄・6水塩結晶を加熱溶解して作製した鉄濃厚溶液

の滴下法を組み合わせた回分式活性汚泥・生物膜法

のリン除去効果について検討を行った二　塩化第2鉄
・6水塩結晶を溶解させて、鉄濃厚溶液を作製する

ための適正な加熱温度は50～60Cであり、加熱温度

は約1時間以内であったこ　しかし、この溶液は水温

が低下すると固化するため、鉄濃厚溶液の0．－1倍の

水量で希釈した鉄濃厚溶液を作製したところ、水温

2‾Cにおいても固化しないことが認められたこ

この鉄濃厚溶液滴下における回分式活性汚泥・生

物膜法のリンの除去効果は79－82％と良好であった

また、窒素除去率は65－69％、BODは90－95％であり、

硝化およびBOD除去への影響は見られなかったこ

この方法は従来の凝集法と比べて、滴下量が少量で

済むため、溶液調整の維持管理頻度が少なくなり、

また、小さい溶液貯留槽で対応可能となる二ノ
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Plasma－GraftingofFJuoroalkylMethacryIateonto PDMS Membranes

andTheirVOC Separation PropertiesforPervaporatjon

三島聡子、仲川　勤＊

（水質環境部，＊明治大学）

掲載誌＝JoumalofAppliedPolylnerScience，73，1835－1844（1999）

地下水などの汚染で問題となっている冊ロロエチレン、

へ予ンでンなどの揮発性有機化合物について、ハ〈－へしハ

レ】ション膜によって分離し、水溶液中から除去するこ

とを検討したノ処理効率を高めるため、透過速度が

速く分離性の高い膜を使用することが重要である′

透過速度が速く効率的な膜である、市販のホリンヾメチル

シロキサン膜の分離性を高めるため、プラがマにより疎水

性及び撥水性のあるフッ素化アルキルメタクルートをクヾラフト重合

した　フ〇汀マ処理装置にPDMS膜を入れて真空に

し、7〇汀マを照射した後フッ素化アルキルメタクルートを反応

させ、ハーへ十一ハしレーション測定した．＝フガマの照射出力

は高いほど膜が酸化した．⊥フ○ガマの照射出力が低い

10Wでは照射時間が長いほどクヾラフト反応する量は多

くなり、3分及び5分の照射が分離性が高かったこ

このクナラフト膜は、トリクロロエチレンに対する選択性が向上し

たこ　また、へ㌧ガンなどの塩素化していない揮発性

有機化合物についても、良好な結果が得られた＿疎

水性であるフッ素化アルキルメタクルートをクヾラフトしたため、揮

発性有機化合物に対し高い親和性を示し、それによ

って水に対する揮発性有機化合物の分離性が高かっ

たと考察した【

限外ろ過膜を組み込んだ間欠曝気回分活性汚泥法における処理の高度化

AdvancedTreatmentUsingSequenclngBatchReactor

ActivatedSludgeProcessCombinedwithUFMembraneProcess

庄司成敬，井上　充，西村　修＊，稲森悠平＊＊

（水質環境部，＊東北大学大学院工学研究科，＊咽立環境研究所）

掲載誌‥日本水処理生物学会誌，36（1），15－23（2000）

活性汚泥法による安定した高度処理、限外ろ過装

置と処理施設の小型化・効率化等を目的として、N

HrN制御方式の間欠曝気式回分活性汚泥法（従

来法）と限外ろ過装置を組み合わせたハイブリッド

法による窒素、りん及び800等の除去について室

内実験装置を用いて検討を行った二

ハイブリッド法は従来法と比較して窒素除去、S

S除去が向上した　また、パルキング時においては
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りん除去能こそ低下したが、BOD、T～N、SS

については安定した除去を維持した一反応楢を4楢

に分割し、多槽式にして運転したところ、ハイブリ

ッド法では安定した処理が可能であり、限外ろ過装

置を効率的に使用でき、小型化が可能であることが

分かった　また、限外ろ過膜の洗浄方法として、0．

1NNaOHと1∩％日ご〇二の混合薬品洗浄液で3

時間逆洗浄を行うことが効果的であった



ダイオキシン類の排出状況

安田憲二（環境工学部，現環境農政部廃棄物対策課）

掲載誌：安全工学，38（2），101－107（1999）

ダイオキシン類は「燃焼」を行わせるほとんどの

発生源から発生しているこ　これらの発生量は、各国

における燃焼施設等の状況や排出抑制対策の内容に

よって異なる【日本では、ダイオキシン類の主要な

発生源は廃棄物焼却炉であるが、廃棄物の処理・処

分では焼却以外の資源化においてもダイオキシン類

が排出されている．一　また、廃棄物焼却炉からのダイ

オキシン類の排出では、排ガス中よりも焼却灰及び

飛灰に多く含まれて環境中に排出されている二

廃棄物が排出されている限りはダイオキシン類の排

出量をゼロにはできないこ　ダイオキシン額の排出量を

現状よりも少なくする方法として、①ごみの量を減ら

す、②ダイオキシン類の排出量がより少ない処理・処

分技術を導入する、③ダイオキシン類の排出量が多い

施設にっては、除去施設などの施設改善により排出量

を極力減らすか、施設の運転を取りやめる、などが現

実的な対応となる＿

温室効果ガスの排出量削減に関する最近の動向

安田憲二（環境工学部，現環境農政部廃棄物対策課）

掲載誌：安全工学，38（5），312－319（1999）

1997年12月に京都市で開催された第3回気候変

動枠組み条約締結国会議（COP3）において、二酸化

炭素など6種類のガスについて具体的な削減目標

値が決められた＿　このため、対象となる6ガスの

排出・吸収に関して、各分野での定量的な評価・

解析を行う必要がある＿　しかし、評価等に使用す

ることが決議された「1996年IPCC改訂ガイドライ

ン」は温室効果ガスの透明性、完全性及び不確実

性といった観点から、改善の余地を多く残してい

る÷

削減の対象となっている6ガスのうち、メタン、

亜酸化窒素については推計精度が低いため、対策の

対象となるノ　この際の順番としては、排出量が他の
カテゴリ・ガスに比べて相対的に高いほど優先する

必要がある▼メタンについては、固形廃棄物の埋立、

稲作、家畜の腸内発酵及び糞尿処理からの比率が高
いこ　また亜酸化窒素は、工業プロセス、移動発生源

で比率が高い＿　したがって、当面はこれらの分野で

優先的に対策を検討することになる
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電気加熱原子吸光法による底質中のすずの定量

DetenninationofTininSedimentsbyElectrothermalAtomicAbsorptlOnSpectrometry

小倉光夫（水質環境部）

掲載誌：環境化学，9（2），399－406（1999）

電気加熱原子吸光法による底質中のすずの、正確

で高感度な分析方法を検討した。試料をふっ化水素

酸／硝酸／過塩素酸または硝酸／塩酸／過塩素酸分解し

て試験溶液を調製し、標準添加法ですずを定量した。
パイロ化炭素炉を用い、マトリ　ックス修飾剤

（Pd二＋1，000ppm）を添加することで、すずの感度及

び精度が大幅に向上した。これによって、すずの吸

光度は灰化温度800～1，200℃で一定となった。ア

ルミニウム、鉄、カルシウム、ナトリウム及びカリ

ウムは10％、マグネシウムは4．5％（底質中）まで

影響しないことが判った。本法による8標準試料（底

質、岩石及び飛灰）中のすず分析値（ふっ化水素酸／

硝酸／過塩素酸分解法）は、保証値等と良く一致し

た。繰り返し分析精度（PACS－1及びMESS－2）は

2．0～3．7％であった。一方、硝酸／塩酸／過塩素酸分解

法による分析値は、前法と比べ22～83％低値で、概

ね50％程度であった。神奈川県内の河川、湖沼及

び海底質（12試料）中のすず濃度は硝酸／塩酸／過塩

素酸法分解法では0．27～4．48〃　釘g（平均1．79〃

g／g）、ふっ化水素酸／硝酸／過塩素酸分解法0．45～725

〃g／g（平均3．33〃g／′g）であった。本法の検出限

界は0．1〃g／g（底質中）であった。

The mayfHes（Insecta二Ephemeroptera）co”ected from the Kamchatka PeninsuIa

and the North KurilIslandsin1996－1997

石綿進一，Tatiana M．TIUNOVA＊，倉西良一＊＊

（水質環境部，＊ロシア科学アカデミー，＊＊千葉中央博物館）

掲載誌：Results of Recent Research on Northeast Asian Biota．Natural History Research，

SpecialIssue7，6ト75（2000）

1996年と1997年に，カムチャツカ半島と北千島で

千葉県立中央博物館とロシア科学アカデミーの生物

学共同調査が行われ，マダラカゲロウ科3種，コカ

グロウ科2種，フタオカゲロウ科1種およびヒラタ

カゲロウ科2種の合計8種のカゲロウ目を確認し

た。このうち，励elIs blcauobtusDoddsおよび励e

r●gp∫e〟ゐ拍er抑●C〟gKlugeは，カムチャツカ半島

から新記録であった。近年、卵および成虫の胸部の

外部形態が，カゲロウ目の科，属あるいは種の特徴

として重要であることが指摘されていることから，

本報告では確認されたカゲロウのうち卵や成虫の胸

都が未記載の数種について，新たに図示し，特徴を

記載した。さらに卵や成虫の胸部の形態に新知見が

得られた種についても，その特徴を記載した。記載

した種と内容は以下のとおりである。

肋・LJnella t1－1acanljla（Tshernova），EohemE）rella a

LLrl’lTll111（Bengtsson）：卵，成虫胸部；Clnygmal

JT］’fbml’S（MeDunnough）：幼虫，卵，成虫胸部；彪

p行古山‘C∂〟ゐr〟ざ：幼虫；ノもr∂〟eJer〟∫CノウeJJ血1Be

ngtosson，CInJ卵ula cava（Ulmer）：成虫胸部，Cln

J都7〟ノ∂C∂lⅥ（Ulmer）：成虫胸部．
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利尻島のカゲロウ類

石綿進一（水質環境部）

掲載誌：利尻研究，18，21－27（1999）

利尻島（北海道利尻郡利尻町）からのカゲロウ類　サハリンに分布している＿　この他に記録されたコカ

を報告したこ　3科3属1種が確認された＿　このうち　グロウ属の1種助erねsp・、トビイロカゲロウ属

種名の確定したエゾミヤマタニガワカゲロウCJ〟曙　の1種穐用ノ印r〔頑ノe山bsp・を加え、それぞれを

肌〟。。訓闇（し1m。r）は日本で初めて発見されたカゲ　図示し形態各部の特徴を記述するとともに島内での

ロウであり、日本以外ではカムチャツカ、モンゴル、　記録を発表した
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